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非常持ち出し品
□食料（乾パン、缶詰など）、水（１人１日３㍑）
　最低３日分
□救急セット（傷薬、胃腸薬、目薬、脱脂綿、包
　帯、ばんそうこうなど）
□貴重品（現金、預金通帳、キャッシュカード、
　印鑑、有価証券など）
□衣類（下着、タオル、軍手など）
□安全具（ヘルメットなどの保安帽）
□懐中電灯
□携帯ラジオ
□生活用品（ライター、マッチ、手袋、ひも、ナ
　イフ、缶切り、ビニール袋など）
□赤ちゃんのために（ミルク、哺乳瓶、おむつな
　ど）
□高齢の方、身体の不自由な方のために（おぶい
　ひも、常備薬、おむつ、担架など）
□（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　

次の例を参考にして非常持ち出し品を用意し、
非常持ち出し袋に入れておきましょう。

■家族一人一人の役割分担を決める。
　地震時の避難口の確保………………（ 　　　　 　 ） 
　地震時の火の始末……………………（ 　　　　 　 ） 
　避難時の火の元の確認………………（ 　　　　 　 ） 
　非常持ち出し品の持ち出し…………（ 　　　　 　 ） 
　子どもなどの保護……………………（　　　　 　  ） 　　　
　初期消火の担当………………………（ 　　　　 　 ） 
　毎日の火の元の確認…………………（ 　　　　　  ） 
　非常持ち出し品の定期点検…………（ 　　　　　  ） 
■家族との連絡方法や集合場所を決める。
■家族で避難場所を決める。⇒避難場所の一覧は次ページ。 
■自宅から避難場所までの経路を確認。
■非常持ち出し品を準備。⇒左のチェックリストを参考に。
■災害時の連絡先を確認。 　　　　　　
　勤務先（学校）の電話番号…………（ 　　　　　   ） 
　親せきなどの電話番号………………（ 　　　　　   ）  
　避難場所の電話番号…………………（ 　　　　　   ） 
　かかりつけの病院の電話番号………（ 　　　　　   ） 

 

いざというときに慌てないよう、家族で次のような
ことを定期的に話し合い、災害に備えましょう。

災害に備えて

地震が起きたら

※このページは切り取って、目に付きやすい場所に保管しましょう。

地震など大規模な災害が発生すると、市役所などの
防災関係機関は全力で活動します。しかし、火災や
建物の倒壊が同時に多数発生したり、道路が寸断さ
れたりと、防災機関の活動が遅れる場合があります。
「自分たちのまちは自分たちで守る」という心構え
を持ち、一人一人が日ごろから災害に備え、地域の
自主防災活動に参加することが大切です。

（　）には、担当の名前
を書いておきましょう。

電話番号を書いて
 おきましょう。 

チェック欄□にチェック□を付けましょう。

　西区
災害防止
 協力会

 南高志事務局長

　自主
防災組織

　　　から
身を守る。
～自主防災のススメ

災害

 

 

 
 

　
■机やテーブルの下にもぐる
など、身の安全を守る（突然
の大きな揺れで身の危険を感
じた場合は、すぐ外の安全な
場所に避難）。
■揺れが小さいときは、ガス
器具やストーブの火を素早く
消す。 
■揺れが小さいときは玄関や
窓を開けて、逃げ道を確保。
■慌てて階段を駆け降りない。
■割れたガラスや食器などに
よるけがに気を付ける。 

■店員や係員の指示に従う。
慌てて出口に殺到すると危険。 
■避難の際は、エレベーター
やエスカレーターを使わない。 

■急停車に備え、つり革や手
すりなどにしっかりつかまる。
荷物棚からの落下物に注意。
■安全確認のために一時止ま
ることがあるため、乗務員の
指示に従って冷静に行動する。 

■急ブレーキを避け、徐々に
スピードを落としながら、道
路の左側に寄せて止まる。
■カーラジオで情報をよく聞
き、規制に従って行動する。

■窓ガラスや看板などの落下
物に注意し、バッグなどで頭
を守り、安全な場所に避難。
■ブロック塀や自動販売機な
どの倒れそうなもの、垂れ下
がった電線には近づかない。

外出しているとき

車を運転しているとき
外出先の建物の中では

電車や地下鉄、バス
 に乗っているとき

 家の中にいるとき

地震がおさまって避難
するときは、次ページ
の避難場所の一覧と避
難の心得を参考に！
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中高層建物での火
災を想定した訓練。

平
成
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発災対応型訓練
で避難中に火災
発生！地域住民
が消火訓練。

※平成19年度札幌市総合防災訓練
８月31日、西区の札幌市消防学校、
ＪＲ琴似駅前広場の２カ所で実施。
防災関係機関や事業所、各種団体、
地域住民の約70団体、約1,200人
が参加した。

※

▲札幌市総合防災訓練に参加。緊急輸送路
　の障害物の除去、復旧作業などの訓練。

みなみたか し

西

▲ボランティア清掃。

災

上田久男発寒北連合町内会
防犯防災部長
文京町内会防犯防災部長

うえ だ ひさ お

※１防災リーダー…自主防災活動の企画・実施など、地域の防災活動の中
心的な役割を担う。区役所で「防災リーダー研修」などを実施している。
※２発災対応型訓練…事前に訓練内容を知らされず災害を疑似体験し、自
ら考え臨機応変に対応する訓練。「シナリオのない防災訓練」ともいわれる。

※寒さに備え、防寒具も忘れずに！ その他必要な
ものを記入。

区災害防止協力会は、区内の建設企業32社で構成され、
災害発生時には行政と協力し、大型重機や作業員を派

遣するなど、被害の拡大防止と早期復旧を目指します。
　　｢水害の際の土留めなどの作業は、私たち建設会社にと
っては日常的に業務として行っていること。経験を生かし
た協力をしたい」と語るのは、同会の事務局長で、区内の
建設会社の社長の南さんです。
　同会では定期的に訓練や建設現場のパトロールを行って

いるほか、毎年、入学式を控えた４月には、通学路の清掃や、汚れたり破損した交通標識な
どの清掃・補修といったボランティア活動も行っています。
　昨年９月には、同会と西区土木部と合同で初の「図上型防災訓練」を行いました。訓練は、
大型の台風の接近を想定し、関係機関の役割分担と実際の行動などについて用紙に記入し、
全体で内容の検証を行うもの。この訓練は、平成16年の台風18号の被害の際、
実際に同会が出動したときの経験と反省を基に、災害時に的確・迅速に対
応することを目的に行ったそうです。
　　｢会の企業はそれぞれ長く地域に根差しており、町内会や地域住民との
関係も深いのです」と話す南さん。地元企業ならではの強みで、実際に災
害が起きたときにも、地域の実情に合った対応が期待できそうです。
　「緊急事態発生時には、行政との連絡調整をしっかりとして、区民を守
りたい」と力強く語ってくれました。

害発生時に地域を守るには、
個人で行動するより組織的に

防災活動を行う体制を整えて行動
する方が効果的。地域では、町内
会などの自治組織が、自分たちの
まちを自ら守るために自主防災組
織を編成し、災害に備えています。
　上田さんは、文京町内会と発寒
北連合町内会の防犯防災部長を務
め、地域の防災リーダー（※1）
として活躍しています。発寒北連
合町内会では、各単位町内会合同
で毎年、防災訓練や救命講習など
を実施しています。
　　｢今年の防災訓練は、札幌市総
合防災訓練に参加し、発災対応型
訓練（※2）など、いつもと違う
訓練を経験することができました」と話す上田さん。救命
講習では、３年ほど前から、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）
の使い方の講習も取り入れました。最近は、講習への参加
者が増え、若いお母さんなどの姿も見られるようになった
ことを頼もしく感じているそうです。「応急手当ての方法
などは、時間がたつと忘れてしまう。ぜひ毎年継続して参
加して欲しい」と言います（今年は11月４日（日）、はっさ
む地区センターで実施予定）。
　　｢うちの町内はみんな仲が良く、いざというとき心強く
思います。高齢の方がどこにいるか知っているだけでも、
救助などの際に差が出ます。これからは若い方にも防災に
関心を持ってもらい、どんどん活動に参加して欲しいです
ね」と話していました。

車輪
付き！ 

▲  上田さんの自宅車庫
に保管している市から
助成された活動資機材。
消火、救出、救護活動
に必要な基本的な資機
材がセットで入ってい
ます。自分たちでバケ
ツやヘルメットなどを
足し、重くて持ち運び
が困難だったので、台
車を自作するなどの工
夫をしました。

発寒東小学校の
児童も参加。

JR琴似駅でも住民が応急
処置などの訓練に参加。

高速道路が倒壊！
車からの救出訓練。
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